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まえがき

平成４年度、茨城県高等学校教育研究会地学部の地学研究シリーズ第32号として、「茨城の有孔

虫_その２（底生有孔虫が示す古環境）」を刊行することになりました。

茨城の有孔虫についての研究は、昭和59年度から13名の委員会の先生方によって始められ、その

成果の一部は昭和63年度に、「茨城の有孔虫－その１（底生有孔虫化石の分類）」として刊行して

おります。その地学研究シリーズ第28号により、「有孔虫」という微生物の存在と性質について理

解を深めていただけたことと思います。

今回の研究ではさらに、地層中から産出した底生有孔虫化石により、地層が堆積した当時の環境

を推定する方法についてまとめました。シリーズ第28号において調査研究を行った場所の中から、

数か所について、地層が堆積した海域の水深、水温、塩分濃度等について、考察いたしました。な

お、試料を採取した露頭の場所と柱状図等も明記されておりますので、実際に各学校において、授

業、クラブ活動に大いに役立つものと確信する次第です。

本書を刊行するにあたり、調査研究、執筆などでご苦労いただいた諸先生、並びに会場や調査な

ど種々ご配慮いただいた各高等学校に対し感謝の意を表します。

最後に、本書が、多くの人々によって効果的に活用され、地学教育の一助となることを祈念し

て、まえがきとさせていただきます。

平成５年３月

茨城県高等学校教育研究会

地学部長大森 進
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１．はじめに

茨城県高等学校教育研究会地学部において、昭和59年度に発足した「茨城の有孔虫研究委員

会」も、今年度で９年目を迎えた。その間、試料採集、調査研究を行い、昭和62年度には、地学

研究シリーズ第28号「茨城の有孔虫（その１）」を発刊した。そこでは、県内から産出する代表

的な底生有孔虫について、顕微鏡写真・スケッチ・分類のポイント等を示したが、今回はさら

に、有孔虫を利用した、県内の地層の古環境の推定例について、紹介する機会を得た。

底生有孔虫は、物理的要因（深度、水温、密度、光量）、化学的要因（塩分・酸素。栄養塩類

など）、地学的要因（海岸地形、海底地形、距岸距離、底質の粒土組成など）、生物的要因（共

生生物、植物プランクトン量など）により、生息環境を選択しているものが多い。しかも、県内

のいたるところの地層中から産出されるため、示相化石として果たす役割は、きわめて大きい。

本書では、北茨城市五浦をはじめ、１２ケ所について、産出した底生有孔虫化石をもとに、主に

地層が堆積した海域の水深と水温について推定を試みた。なお、後に載せた、上限深度表、水温

分布表等は、日本近海における現生底生有孔虫の深度分布（秋元・長谷川、1989）、茨城県産の

動物化石の教材化とその効果的な学習指導について（菅谷，1987）を参考にして作成した。筆者

等浅学のため、不充分な点が多々あると思われるが、ご叱正をいただき、より充実したものにし

てゆけたら幸いである。

最後に、本書の作成にあたり、種々のご指導やご便宜をお計り下さった後記の学校および機関

の諸先生方に対し深く感謝の意を表する。また、本研究には、茨城県教育委員会の平成４年度教

育研究奨励費の一部を使用させていただいた。記して謝意を表する。

2．底生有孔虫による古環境推定にあたって

近年、有孔虫の生態学的研究は、和元和實氏。長谷川四郎氏をはじめとして、多くの研究者に

よって進められ、有孔虫の分布を規制する環境要因が、しだいに明らかになってきている。それ

らの研究により指摘されている要因としては、物理的・化学的・地学的及び生物要因があげられ

る。物理的要因には深度。静水圧。水温。密度・粘性。光量。水の運動など、化学的要因には塩

分・水素イオン濃度（pH）・酸素。窒素・炭酸ガス・酸化還元電位。有機炭素。希元素類。ビタ

ミン。その他の栄養塩類など、地学的要因には海岸地形・海底地形。距岸距離。底質の粒度組成

など、さらに生物的要因には共生生物、天敵あるいは食物としての植物プランクトン量などが含

められている。しかしながら、これらの要因同士は複合して作用するのが普通であるから、個々

の要因とその終局的効果の関係はつきとめにくい。一般に、きわめて多くの要因が、深度と多か

れ少なかれ関連性をもつために、群衆の分布と深度とを対応させることが多いのは、ひとつの合

理的な帰結というべきである。また、単純要因への分解を避けて、たとえば、水温と塩分の複合

体としての水塊の形で、要因としての水の性格を把握しようとする傾向も強い。

（１）深度分布について

日本周辺の外洋域では、概して表層・中層・深層の３層よりなる層状の海洋構造が認められ

ている。表層水は、塩分濃度と水温の年較差が大きいこと（約3.0％２０°Ｃ）で特徴づけられ

る。中層水の水温は５℃以下、塩分は33.6％以下である。深層水は水温1.5～2.0℃、塩分34.6

～34.7％である。海洋の構造は海域ごとに変化に富んでいるため、当然、底域ごとに異なる。

海洋底は底生雄物の深度分布によっていくつかの深度帯に区分される。ＥＤＷＡＲＤＳ

－３－



（1979）は、ニュージーランド周辺の海洋底を、潮間帯、浅海帯（内部浅海帯．中部浅海帯．

外部浅海帯）、漸深海帯（上部漸深海帯・中部漸深海帯。下部漸深海帯）、深海帯、超深海帯

に区分しているが、秋元。長谷川（1984）は、東日本沖太平洋を表１のように深度帯を設定し

ている。これらの深度帯は、水塊の分布によく対応している。浅海帯が寒流系表層水(親潮)､上

部漸深海帯が寒流系中層水、中部漸深海帯上部が中層水、中部漸深海帯下部が、深層水の最上

部に存在している酸素極小層、そして、下部漸深海帯は、深層水に対応する。

有孔虫の死後、殻は生息した場所より深海に向けて流されることが多い。その結果、個々の

種の分布は生体よりも遺骸の方が深い方に広がっている（ＩＮＧＬＥ１９８０)｡そのため、化石

群衆から古水深を推定する場合、比較する現生種の生息深度の上限に着目するのが普通であ

ろ。ここでは、個々の種が生息する深度範

囲のうち、産出頻度の比較的高い範囲の上

限を好適深度範囲の上限と考え、個々の種

の好適深度範囲の上限を含む深度帯を、そ

の種の“上限深度帯，，と呼ぶ（秋元。長谷

川、1989)。「表２上限深度表」は、それ

をもとに、個々の種の上限深度について、

まとめたものである。

（２）水温について

生物の分布を支配する多数の要因のなか

区分 深 度

浅'内部浅海帯'0~20-30ｍ
海｜中部浅海帯'20-30～70-76ｍ

帯|外部浅海帯'70-76～170-180ｍ

上部漸深海1170-180～550ｍ
漸
中部漸深海
帯上部

550～850-950ｍ
深

制中部漸深海'850-950~1700-1900ｍ
市|下部漸深海'1700-1900~3500ｍ

深海帯’3500ｍ～

で、深度との関係において従来重視されて 表１東北日本沖太平洋の深度帯

きたのは水温と塩分である。

底生有孔虫の場合、黒潮・親潮両海域に共通して生息する種が多くの割合を占める。特に東

北日本沖は黒潮と親潮の混合水域であり、暖流系群集と寒流系群集の共存、あるいは海流の頻

繁な入れ替わりによる堆積物中での混合があると考えられる。

両海域には生息する群集の違いについては、石和田（1964）らによって研究されているが、

「表３水温による分布」は、それらを参考にして、表にしたものである。

（３）塩分について

塩分濃度を規制するのは陸水の注入量、融氷量と蒸発量である。陸水の影響は海岸からの距

離の増加につれて減少し、水深は逆に増加するから、水温同様、塩分と水深の関係も深い。

底生有孔虫は、一般的には海水域に生息する生物であるが、汽水域でも生活できる種も見ら

れる。汽水域は、諸環境条件の変動が激しいので、忍耐性の大きい種でないと生息が不可能で

あると考えられている。「表４塩分による分布」は、汽水域でも生息可能な種をまとめたも

のである。

－４－

区分 深度

浅
海
帯

内部浅海帯

1ｺ１部浅海帯

外部浅海帯

O～20-30ｍ

２０－３０～７０‐７６ｍ

７０－７６～170-180ｍ

断
深
海
帯

上部潮深海

;:I部潮深海
帯上部

[１１部漸深海

下部漸深海

１７０．－１８０～550ｍ

550～850-950ｍ

850--950～1700-1900ｍ

二700．‐1900～8500ｍ

深海帯 3500ｍ～



表２上限深度表
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表３水温による分布
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3．底生有孔虫化石による古環境推定地

(□印は、古環境推定地を、○印は、その他の主な底生有孔虫の産地を示す｡）

図１底生有孔虫化石による古環境推定地

□北茨城市五浦(多賀層）
③日立市離山(多賀層）
⑤水府村寺入(天下野層）
⑦常陸太田市町屋(久米層）
⑨常陸太田市佐竹(久米層）
⑪那珂湊市阿字ケ浦(磯崎層）

⑭水戸市梅香下(水戸層）
回旭村滝浜(成田層）
⑰玉造町手賀(成田層）
回阿見町島津(成田層）
、竜ケ崎市女化(成田層）
回土浦市田村(成田層）

①高萩市高戸海岸(多賀層）
④里美村中井塚(源氏川層）
団大子町袋田｡下野宮(断
③常陸太田市機初(久米層）
回那珂町額田(水戸層）
⑰那珂湊市磯合(磯合層）
回友部町大古山(成田層）
回鹿島町沼尾(成田層）
回石岡市高浜(成田層）
回美浦村馬掛(成田層）
回水海道市玉台橋(成田層）
回竜ケ崎市北方(成田層）

大子町袋田。下野宮（苗代田層）

常陸太田市機初（久米層）

那珂町額田（水戸層）

那珂湊市磯合（磯合層）

友部町大古山（成田層）

鹿島町沼尾（成田層）

石岡市高浜（成田層）

美浦村馬掛（成田層）

水海道市玉台橋（成田層）

竜ケ崎市北方（成田層）
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4.底生有孔虫による古環境推定例

ロ北茨城市五浦
概要

大平洋につきだした

五浦海岸は海食岸の地

形がみられる。

位置図で示した場所

は、電車では常磐線の

大津港駅を下車、車で

は国道６号線を北茨城

市仁井田で大津港方

面にまがり、六角室

を目指す。六角堂を過

ぎ、大観荘をまわって

行くと、道が二つに分

かれ、石の未舗装の道

を行くと、観望荘に

つきあたる。その途中

に「ししがしら」が

ある。

ここは、多賀層の

代表的な地層を呈

し、崖を降りてみる

と、暗青灰色の凝灰

質砂質泥岩で、層理

ははっきりしない

が、所々に貝化石の

石灰分がとけて固ま

ってできた団塊（ノ

ジュール）が層理に

沿って並んでいる。

ここでは、サガリーテ

ス（フナムシ類）やカ

キ、ツノガイ、イモガー

ガイ、マルスダレガイ、

１

０

図１－１位置図

４

－－Ｊ
=ニニー~』。
６ｍ

－－～

,ユーーーー

図１－２露頭スケッチ

イモガイ、マテガイ、キリガイダマシ、ツメタガイ、カブラツキヒガイ、ホタテ

レガイ、オオキララガイ等の貝化石や有孔虫（微化石）等、多数産出する。

－８－



2．産出有孔虫

今回の調査では，１９属26種が産出した。産出個体数も多く，特にＳ"/ＯＳ/o"２９ノノロルe/jc"gjc'zs恋

ＩＳＨＩＺＡＫＩ（約22％)，lVWzio刀沈α",zJh""e'ise（約12％)，Ｌｃ"'jc"""｡/"ci`"ｓＣＵＳＨＭＡＮ

（約10％),Ｂｏ"zﾉﾉ"ααﾉﾛｵ＠（約９％)，Ａ〃Pﾉijco”"ａｓｃａ/ａ７ｊｓ（約８５％)，Ｈz"g(zz(ｊａｆａｊａｇａｅ－

〃sZs（約８％）等の割合が多い。他に，Ｅﾉｸﾉzjdj"籾ｓｚＷ"Ceγ加加,Ｃａ"cγｊＳｊ"ぬc"８（ＣＵＳＨＭ－

ＡＮ九Ａ加沈0"jαノapo"zca，」Ｖｂ"jo〃ノα,0"jca，１V11"jo〃Scαクノi泌沈，Ｈ､"ｇａｚ(）ｑｉＤ〃j”0"ｊｃａ，

邸ハォ0噸"eﾉﾉαノapo"ｊｃａＡＳＡＮＯ，Ｂ"CCCﾉﾉαかｉｇｊ“等が含まれている。本地点では，比較的

大きな有孔虫が多産するため，教材としては最適であると思われる。

篭謬

胃

￣ＢＯ/ｉｔﾉj"αα/αね Ｓｵﾉﾉ0s/〃?ze/わんe/jc〃zze〃szs

静
閂

ノVo"jo〃”α"”ﾉｬ"淀"Ｓｃ閂 Ａ籾,/Dicoか"ａｓｃａ/”ｉｓ

図１－３主な有孔虫（スケールは０．１ｍ）

3．推定される環境

本地層での有孔虫が生息していた頃の環境を考察すると，水深は，Ａ加，"jcoDWas〃.（約９

％）が示す70～180ｍにより外部大陸棚群集に属すると推定できる。

また，水温は，暖流系の黒潮と寒流系の親潮との混合水域に生息するＡ沈ｸﾉﾘjcOか"ａｓｃａ〃γｉｓ

（約８５％）が産することにより，堆積した当時は混合水域であったと推定できる。

これらをまとめると，当時の本地点の環境は，暖流系と寒流系の混合水域で，外部大陸棚であ

ったと推定できる。

－９－



回大子町袋田・下野宮
１慨要

久慈川、山田川、里川流域に分布する第三紀層については堀越和衛（1950）、斉藤登志雄

（1952)、阿久津純（1952）、鈴木康司（1953）、大森昌衛（1952,1958）、大槻憲四郎（1972）

らの研究がある。日本のグリーンタフ地域の東縁にあたると考えられており、主に凝灰岩、凝灰

質泥岩。砂岩などからなっており、時代的には新第三期の中新世です。一般に、西の八溝山に近

い所には下部層が、東の阿武隈山地に近い所には上層部が堆積しています。また、これらの地層

は下部層からは陸成層であるため植物化石を数多く産出する。上部層にいくにつれて貝化石が産

出するようになる。中新世の中頃、この地域には男体山を中心に火山活動があり男体山集塊岩

を噴出している。第三紀中新世の終わり頃には、棚倉破砕帯の大断層をつくった運動も終わる。

函阿武隈古期岩類

唾1花崗岩類

皿、先第三系

E＝ｌ金澤層

【薑ヨ浅川層

理滝倉層

國男体山集塊岩

＝苗代田層

室生瀬層

～～断層

②ミオジプシナ
オペキュリナ
化石産地

図６－１大子町付近の地質略図（1952：大森昌衛による）

２産出状況および形態

大子付近に産出するのc7c"//"αおよびMiOgypsj"αの産出地は次の２箇所が良く知られてｉ

い良

①袋田の月居峠１日トンネルの東側で、崩壊止め柵の上の露頭です。産出する地層は男体山集塊

岩の上位にくる苗代田層の最下部で、砂。レキ・浮石それから貝化石の破片を混じえた暗緑色

凝灰質砂岩よりなる部分である。

②118号線下野宮の十字路から左に折れ八溝川に沿って700ｍ位行き、さらに左側に折れた井戸

ケ沢に入る。橋を渡って林道の入り口付近の崖を見るとレキ岩・砂岩・男体山集塊岩が見られ

る。このレキ岩．砂岩が苗代田層最下部で、茶褐色の凝貝質砂岩中から産出する。化石は風化

されているので、ルーペでよく探してみると隔壁がみごとに観察されるものもある。

－１０－
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７１篭室
‘

’

ヅ

縦断面

.￣〆

横断面

Mjogypsj"αｈ０/0２

側面 正面正面

OPeczJﾉﾉ"αCO師ｸﾉﾛ"ａｔａ

０１２〃”

図６－２主な有孔虫

Opcγc"/j"αCO加P/α"αim

OPCγc"/j"αは一般にＭＪ沈加"ﾉﾉｵＣｓに比較すれば偏平で輪郭は一般|こ'Ｗ加沈"〃/Ｃｓのように円

形ではなく人間の耳たぶのようである。そのことは本属が幼年期は包旋回であるが標識的には壮

年期になると一般には開旋回となり旋回の高さが急激に増大することによる。壮年期では螺旋殼

層が殻の中央部まで達しないで，中央部では幼年期の旋回が殼野側面に現れている。□孔は間隙

状で隔壁の基底にある。

MZOgypsi"αノヤO/0ｊ

外形は一般に扇状ないしそれに近く，まれに円形である。内部構造的には幼年期が扇の要の部

分にあり，殻は幼年期の周辺全部に平等に同心円的発達をなさず一方側にだけ発達するので開い

た扇状となる。また，殻は基本的には中央層室とそれを挟む数層の側層室からなる。側層は室に

分かれず繊密な層になることもある。室は一般にひし形でまれに六角形，室間には連絡孔が発達

する。

3．推定される環境

０，６γc"""αおよびMZogyPsj"αは中新世中期の示準化石として有名である。この時期はグリー

ンタフ活動のあった時期で，日本列島は海進が最大期に進み多島海となり，大子地域も海進にみ

まわれ男体山集塊岩を堆積させた海底火山活動もあった。また，凝灰岩質の苗代田層もこの時期

に堆積した。これらの化石の現生種は太平洋・インド洋の熱帯・亜熱帯の浅海に生息している。

また，この地域の下位層の金沢層から多くの植物化石が産出されており，それらの特徴から暖帯

性を示し，この植物群は中新世・中期まで日本各地で優勢であった。

これらのことから，苗代田層堆積当時の環境は時には火山灰の降る温帯から亜熱帯性気候で，

暖流の影響をうける内湾性の浅海であったと推定される。

－１１－



回那珂町額田

図１０－１付着図（地形図１：25,000「常陸久慈」の一部を縮小）

1．慨要

木地点への交通は、国道394号線を水戸市から常陸太田市へ向い、途中額田十文字を右折、新地

を右折し東海方面へ向い、台地を下り田を横切る手前を左折し、未舗装の農道へ入るとすぐ左側

に額田東郷永井不動尊があり、その手前に露頭が広がっている。

ここの地層は多賀層に対比され、凝灰質砂質泥岩の岩相を示す。本地層から産出する化石は、

イチゴザルガイ、マルスダレガイ、ニッコウガイ、カガミカイ、トマヤガイ、イタヤガイ、ツキ

タマガイ、マテガカイ、エゾカイ、

イ、フネガイ等が

る。この化石床の

する。

化石床をつくってい

中から有孔虫も多産

図１０－２露頭スケッチ

－１２－



２産出有孔虫

今回の調査では，１７属22種が産出した。産出個体数も比較的多く，特に，Ｍ,"jo〃Sc”/izJ〃

（約26％)，EPjstomj"c/JapzJ/c/icﾉﾉα(約23％)，Ｐ"ノル"ｊａ９ｚｲz"9"c〃6ａ（ＲＥＵＳＳ）(約13％)，

Cj6‘cidesqﾉｬ"e7i(z""ｓ（約９％）等の割合が多い。その他には，CassZdzz/j"αＧｆｙａ６ｃｊＡＳＡ‐

ＮＯａｎｄＮＡＫＡＭＵＲＡ，Ｇ/0606"/jl7zj"αα"γiczｲﾉａｔα，Ａ加ウノDicoか"ａｓｃａ/αγｉｓｓａｇα”e"sjs，

Ｑｚｲﾉ"9"e/0c"/j"αSc腕i"zu/"加，EPjstof7zj"cﾉﾉα〃｡γαe"sjs，Ｌｅ"tjc"/j"α/"cj`"ｓ等が含まれて

いる。本試料からは底生有孔虫以外にも，浮遊性有孔虫も多産する。

１，１
１

瀞
￣

￣

Eがst017zj"9ﾉﾉapzJ/c/beﾉﾉα ⅣD"'０〃Sc”ﾉi"〃

､iii篭iノ -１

￣

”ノル〃ja9zJj"9zJc/Ｏ６ｑCZbjcj‘ｅｓａｈ〃ｃγiα"zｨｓ

図1０－３主な有孔虫（スケールは０１mm）

3．推定される環境

本地層での有孔虫が生息していた時期の環境を考察すると，水温は，暖流系の黒潮と寒流系の

親潮との混合水域に生息するＣｊ６ｊｃｊ`ｅｓａｈ"Ｂｒ、"zJs（約９％）が産することにより，堆積した

当時は混合水域であったと推定できる。

また，水深はＥｐｊｓ/0籾ｊ"c//αＰ"/cﾉＷｍ（約23％）が示す1800～3500ｍとなり，深海群集に

属するが，化石床が形成されていることとあわせると考慮する余地がある。

これらをまとめると，当時の本地点での環境は，暖流系と寒流系の混合水域で，極めて深い場

所であったと推定できる。

－１３－



回友部町大古山
標高
(、）

２８

1．慨要

友部駅より南方3.5ｋｍ、個沼川にかかる大古山

橋の下流右岸に高さ15ｍ、巾130ｍほどの崖があ

る。

川の左岸の川床付近には、木片などを雑に含む

砂岩があり上位に向って粘土化している。２ｍほ

どのレキの上には７ｍほどシルトが発達し、その

上位に個沼川の上による段丘レキ層と関東ローム

層をのせている。

ここは、坂本ら（昭和56年、石岡地域の地質）

により研究され、シズクガイ、マメウラシマガ

イ、ゴイサギガイ、イポウミニナ、ハイガイ、マ

ガキなどの内湾」性の化石が報告されている。貝化

石群が下位から上位に向かって水深が増加する傾

向を示していることなどから、標高の面で問題が

残るが一応見和層下部に属すると考えられてい

る。

云うＴ 表土

鹿沼軽石

ローム

／／／

ＶＶＶ▽

lｌｌｌｌｌｌ
･。ＯＣ

Ｃ。○○

○。。。〈

○○○○

個沼段丘礫層2６

2４
－３

９ ×試料採取点2２

2０
－－~９

1８
○・○・

○○○○

○○○○

○○○○
1６ 工柳

1４
河床

図１４－２柱状図

三笠間皀三笠間冨至みと ．=友部・魚
～

図１４－１付置図（地形図１：２５，０００「岩間」の－部を縮小）
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2．産出有孔虫

今回の分析で得られたのは８属11種であり，Ｅﾉｸﾉｉｉ`'"”ｓ"6i"cB7/"腕，Ｅ､ｓ"69γα"zJ/0s"ｍ，

Ｅ・“z）c""川を多産し，Ｂ"CCCﾉﾉα/1'１jgj‘α，Ａ腕沈0"ｊａ６ｃｃｃαγjj，Ａ・ノapo"jca，ＢＯ/jzﾉj"αCO加p－

ａｃｍも多く見られた。その他少量みられたも

のは,Fjss"γz"α籾αγ92"αｊａ（ＭＯＮＴＡＧＵ）

Tγi/iz7j"αノカ"g/hesi，Ｍﾉﾉﾉo""cﾉﾉａｓ，.，Ａｂ"j－

０〃”・も見られた。

この試料採取点より上位２ｍでの分析では，

３属６種しか見つけられなかった。その主なも

のはＥ/，ﾊｶﾞｺﾞjzJ籾ｓｚｨ6ｊ"Ceγ/"腕,Ｅ，ｓｚｨ697α""/０８－

"”，Ｅ･＠‘z）e""脚，Ｂ"CCC"α〃jgjdaなどであ

った。

② ’
Ｉ

Fiss”z"α腕αγ耳j"α/ａ（ＭＯＮＴＡＧＵ）

曇
岸I

EWzj`j"池adzwz冴加

閂

ＢＯ〃zﾉﾉ"αｃＯｍｐａｃｍ

(スケールは０．１ｍｍ）図1４－３主な有孔虫

3．推定される環境

産出有孔虫からみると，中部浅海帯のものが混じる内部浅海帯のものが主となっている。また

Ｂ"CCC"α／）,jgjdαのような親潮系のものを混入した，黒潮系にも親潮系にも含まれる有孔虫が多

いことから，親潮・黒潮両方の影響下にあった，大きな浅い湾内であったと思われる。試料採取

点の上位２ｍのところでの有孔虫は，今回３属６種しか得られず，有孔虫の住む環境としてはシ

ルト層上部の方が悪いようである。また，シルト層中部には他の成田層や見和層の地域とは異っ

た種がいくつか見られた。以上のことから，このシルト層がつくられた時の海進は，谷の地形を

完全にうめつくさないうちに，陸水などの影響のない海域になるような急激な海進で始まり，有

孔虫の住みやすい環境をつくったが，海が浅くなるにつれて，陸水の影響や，水温の変化が激し

くなるような，有孔虫が住むのには悪い環境になっていたと考えられる。これは，他の見和層や

成田層の堆積した海進の仕方と少々異っていると思われる。

－１５－



圃旭村滝浜
.､

にミニ芒1．概要

旭村滝浜の露頭は，国道51号線の滝浜新

田から，海岸に向かって車で５分程の滝浜

部落の南方の沢沿いに分布している（図

１５－１）沢の両岸に所々露出しているが，

植物に覆われている部分が多く，露出はあ

まり良くない。今回の調査では，貝化石ま

たは貝の印象化石を含む層厚数メートルの

青灰色シルト層の存在を確認したのみであ

り，有孔虫分析用試料は，その中の貝化石

が比較的多く含まれる部分より採取した。

滝浜およびその周辺（湯坪，冷水など）

の地質に関する研究には，坂本(1975,1986）

などがある。その中で坂本は，層序学的観

点から本地域の地層は，成田地域の成田層

の一部，下総台地の木下層に対比される，

見和層の下部であると報告している。図１５

－２は坂本（１９７５）によるもので，この地，

域の見和層下部の分布地域をあらわしてい

る。見和層下部の分布は帯状に限られてお

り，この地層が古い時代の谷を埋めている

堆積物であることが推定される。また，マ

ガキの直立密集したカキ礁がシルト層中に

存在することが報告されており，内湾性の

堆積環境であったと推定されている。

２産出有孔虫

茨城の有孔虫（その１）（１９８７）の中で

滝浜から産出した有孔虫は，４属６種と報

告したが，今回の調査で確認できたのは，

３属５種であった。試料の採取位置の相違

によるものと思われ，今回の試料では，－

定量のシルト中に含まれる有孔虫の個体数

が非常に少なかった。確認できた有孔虫を

惟
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面

３
１

水

国道５１号
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に
(～

ﾍｰﾍ
太平洋、
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へ試料採 地

二i葦｣(写
滝浜新田
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湯坪

（

，ＩＫｍ Ｏ
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図1５－１位置図

'１灘
大戸

鴬
湯坪戸

（

帝司ｲヤ大竹

小高根一凸豆是一一

鉾田

１■ｎ２亟01２３ｋｍ

図1５－２見和層下部の分布（坂本（1975））

Ｌ見和層下部の露出範囲

２.見和層下部の推定分布
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種ごとに個体数の多い11頂に並べると，ＥﾉｸﾉＷｊ"腕ｓ"6j"ccγjzJ腕（568％)＞Ｅ/PﾉＷｊ"加sZU6gγ－

α"zWs"加（244%)>BzJcce"αかjgj`α(9.8%)＞Ａ沈沈0"jαノα'0"jca(65%ＬＡ加沈0"za

beccaγiｊ（２５％）となり，特に，Ｅﾉｶﾉiidi"加ｓｚＷ"Ceγ/泌沈とＥﾉｸﾉzjc/j"籾ｓ"69γα"zWs"加（図１５

－３）とが非常に多い。今回種の特定はしなかったが，球状の放散虫化石が多く含まれることも，

滝浜の堆積物の特徴である。

これら５種の有孔虫のうち，古環境の推定に用いることのできるのは，BzJccc〃α力jgjdQ，

Ａ湘加0"zロノapo"jca，Ａ腕沈0"ｊａ６８ｃｃαγｊｊの３種である。生息上限深度についてであるが，BzJ-

cccﾉﾉﾛか'92`αとＡ加沈0"jcz6eccQ'jjは20～３３ｍよりも浅い海底，Ａ池畑0"jαノapo"icqは２０～

30より深く，７０～76ｍよりは浅い海底に住んでいたとされている。また，Ａ沈沈o"ja6eccαγ〃は，

塩分濃度の小さい，汽水域から浅海域を好んで生息するとされている。これらのことから，この

地層が堆積したときの海の深さは，３３ｍより浅く，かつ陸地に近い海底であったと推定される。

ついで地層堆積当時の海水温についてたが，Ｂ"CCCﾉﾉαかjgj`αとＡ加加wzZaノａｐｏ"ｊｃａとはど

ちらも，親潮水域に生息していたとされており，現在の東北日本のような水温の海であったと推

定される。

蕊

ｒ
ト
ー
ｑ
ｊ
－
Ｌ
ｒ
寸
凸
ト
Ⅲ
０
匹
■

￣ 吟一ョ

E/，"i`ｊｚ４ｍｓ"6ｊ"Ceγ/泌沈 Ｅ/p/Ｗｊ"加szJbgγα"zJ〃s"沈

図1５－３主な有孔虫（スケールは０．１ｍ,）

3．推定される環境

以上のように，滝浜の地層の堆積当時，この地域は，親潮が流れ込むような環境で，比較的浅

く，近くに川が流れ込むような陸地に近い海であったと推定される。また，この地層の分布域が

狭小で限られていること，およびカキ礁が存在し波の比較的穏やかな海域であったと推定される

ことから，狭小な湾が存在していたと考えられる。これらのことを重ね合わせると，当時この地

域には，細長く浅い谷が存在し，そこに海が入り込んでいた入り江のようなものがあったと推定

される。

－１７－



囮｜鹿島町沼尾

1．概要

鹿島町沼尾の露頭は，鹿島町から北浦の東岸

沿いに大野村へと向かう道路の途中，沼尾の部

落を通る旧道沿いにある。高さ20数ｍ程の比較

的大きな露頭である（図１６－１）

この地域の地質に関する研究は比較的多く，

この露頭でみられる堆積物は，下位の石崎層を

不整合に覆う奈良毛層の一部（茨城県教育研修

センター，１９６９），または成田層の一部とされ

てきた。

この露頭の地層は下位より大きくａ，ｂ，ｃ’

３つの部分に分けられる（図１６－２）。ａは層

厚４ｍ＋の青灰色ジル卜居で，より下位の地層

との関係は不明である。比較的硬く，細～中粒

砂からなる平行ラミナが認められ炭化物が多く

含まれる。試料を採取し分析処理を加えたが，

有孔虫を見いだすことはできなかった。

ｂは，層厚３ｍ＋，灰色のシルト質細粒～中

粒砂層で，ａとの関係は露欠のため不明である。

この層の特徴の一つは，下部に貝化石床が存在

することで，化石床の厚さは約１ｍ，マガキ．

トクサガイなどを含む（菅谷，１９８７）。もう

一つの特徴は，貝化石の上部の砂層中に，パイ

プ状の生痕化石が多く認められることである。

貝化石を含む部分から試料を採取し，分析処理

を行ったところ，後に記す有孔虫化石が産出し

た。

ｃは，ｂの上に整合に重なる比較的淘汰の良

い砂・レキなどからなる部分である。全層厚'５

ｍ程度で，レキから砂への級化構造，平行．斜

交ラミナがよく発達している。何によるものか

は不明であるが，砂層中には径２mm程度の黒い

点紋が多く認められる（砂鉄？）。

図1６－１位置図
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2．産出有孔虫

今回の調査で確認できた有孔虫は，９属15種であるが，菅谷（1987）では11属１４種が報告さ

れている。主なものを多い順に記すと，RSC"(Z0"0"jo〃ノα，0"zczｨ籾（３１％)＞Ｅ/P/ijdjzJ池α`"９－

〃zJ池。"γcssa（25％）＞ZVWzjo"eﾉﾉａｓ/eﾉﾉ(Z（１６％)(図１６－３）＞ＥﾉｸﾉijdjzJ池szJbj"ＣｅγtzJ籾（１０．５

％)＞Ａ沈加0"ｉαノapo"jca（5.5％)＞Ｂ"CCCﾉﾉαかjgjda（５％)で，その他Ｍ"'０〃ノapo"zc"加，

Ｅ/，"i`j"池adDc"zJ籾，Ｅ・ﾉﾔzJsj'0c"Sc，Ｅ・ノe"Sc"i，Lnz"zaz(）αjα〃j”0"zca，Ｒｏｓａﾉﾉ"αｚﾉﾉﾉα,zﾉー

960α"α，Ａ加沈0"jα舵ﾉﾉe"zje"sjsα"g"/αｊａ（ＫＵＷＡＮＯ），Ｃａ"c"８０６ル"g"ｓ（ＷＩＬＬＩＡＭＳ－

ＯＮ）などが見いだされた。また種の特定はしなかったが，浮遊性有孔虫も数多く認められた。

これらの有孔虫のうち，古環境の推定に役立つ化石はいくつかあるが，ここでは産出量の比較

的多いものについてのみ検討を加える。まず，生息上限深度についてであるが，最も産出量の多

いPSC"`O"0"zO〃ノapo"jczJ加および1Ｗ"jO"eﾉﾉａｓｔｇﾉﾉα，Ａ加加0"jαノａｐｏ"zca，BzJcceﾉﾉα〃ｊｇ－

ｊｄａなどは，いずれも20～33ｍより浅い海に生息しているとされており，それ以深に生息してい

たとされる有孔虫化石は産出しなかった。この

ことから，ｂ層堆積当時この地域は比較的浅い

海であったと推測される。

また，生息地域の水温は，1Ｗ"jO"cﾉﾉａｓ/e〃α

は親潮と黒潮の混合水域～親潮水域に，mccc-

〃αノクnjgjdaは親潮水域に生息していたとされ

る。このことから，この地域の水温は，寒流系

の海水の影響を多く受ける状況にあったと考え

られる。-Ｍ,"jwzc/ｍｓｊｅﾉﾉα

3．推定される環境図1６－３主な有孔虫（スケールは０．１ｍｍ）

①ａ層堆積時期詳細は不明であるが，炭化

物を多く含み平行ラミナがみられるシルトが

堆積していることから，陸地に近く比較的水の流れの少ない水域が存在していたと考えられる。

②ｂ層堆積時期すでに述べたように，この時期には比較的浅い海があったと考えられる。有

孔虫化石からは，親潮系の海流の影響を受け易い海があったと考えられるが，菅谷（1987)の

貝化石の検討によると，やや暖流系の要素が強いとされ，両方の要素が加わるような海域であ

ったのかもしれない。また，上部では生痕化石が認められることから，下部よりも上部堆積時

期の方が，浅く潮間帯に近い水域だったと考えられる。

③ｃ層堆積時期ａ.ｂ層よりも粗粒な砂，レキがみられ，斜交ラミナもよく発達している。

ａ．ｂ層堆積時期よりもさらに浅く，流れのある水域が存在していたと考えられる。河口のよ

うな水域であった可能性もある。

ａ.ｂ・ｃ層全体としては，水域が徐々に浅くなっていく傾向を表していると考えられるが，

ａ.ｃ層が海性のものか陸水性のものかは判断できなかった。
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囮石岡市高浜

一百回、ノ
標
⑪

不明

1．慨要

高浜駅より石岡方面に向かい、踏切を越えてすぐ

右に曲がり、線路ぞいに石岡方面に向い150ｍほど

入った左側に、高さ10ｍほどの露頭がある。

下位よりシルト、薄く数多くのパミスレンズを含

むシルト、細粒砂レンズを含むシルト、円レキ、斜

交層理の発達した砂層となっている。

ここは、坂本ら（昭和56年、石岡地域の地質）に

より研究されている。この付近は、図１８－１からわ

かるように、石岡凹地が発達しているところであ

り、見和層下部は最大20ｍで、基底は海面下５ｍ前

後に達している。これらのシルトを堆積した環境

は、シズクガイ、チヨノハナガイ、マメウラシマガ

イなどの貝化石を産することから、強内湾性と考え

られている。

斜交層理

貝化石

円レキ

生痕化石

貝化石

細粒砂レンズ

1８

1６

緋一一一
1４

薄い多数の
パミスレンズ

＝＜／ﾍフニ

ご~▽、ノー二

1２
－－つ＝

－－ワ＞

×試料採取点

1０

司〆

不明

図１８－２柱状図

図１８－１見和層下層部の分布「石岡地域の地質」（坂本ほか）より
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２産出有孔虫

有孔虫採取点で得られたものは双眼実態鏡の倍率の低い方のレンズ（接眼×，

’１種であった。Ｅ/p/､〃j"籾⑰｡zﾉe"zJ汎dCp7gssaが50％以上で，Ｅ､ｓ"6ﾉﾌﾞzccγtzJ腕，

。α,Ｅ､ｅ/増0F"ＳｅｌＥ/Ｗｊ'０８"Sc，などが多く見られ，Ａ沈籾0"jαノapwzjca，

Ｂ"‘0"0"zO〃ノα'0〃jczｨ”，Ｍｚ"iO〃8ﾉﾉαＳＩＷ/α

などが見られた。

有孔虫採取点より１５ｍほど下からは，双眼

実態鏡の倍率（接眼×２０）で調べてみると，小

(接眼×１０）で調べて６属

'zccγtzJ腕，ＢzｲCCB〃αﾉｹjgj-

D0"jca，A6ecc”〃・Ｐｓ－

蕊
さな有孔虫が個体数は少ないが13属16種みつか

った。その主なものは，Fiss"γj"αノiemgo"α

z(ﾉjﾉﾉﾉcz”so恥Ｂ"ﾉﾉ師ｊ"c//ｃｚｅ/６９α"ｵﾉSSi籾α，

Ｌａｇｅ"ａｓｵﾌﾞﾉｸﾞｫ，Ｌａｇｃ"α/αeＤｊｓ（ＭＯＮＴＡ－

ＧＵ），Ｊ/、""/j"eﾉﾉα”.，Ｒｏｓａ/j"αｚ）j/α”-

60α"αなどであった。
胃

E功ﾉﾉ'ぬ"籾ｈ"sjr0e"Sｃ

霞
トー｝

Ｅﾉｶﾉi〃i"知
トーゴ

g/jgOe"Sｃ Ａ'ｗ７ｚＯ〃jabcccαγ〃

図1８－３主な有孔虫（スケールは０１ｍｍ）

3． 推定される環境

貝化石からみるとこのシルト層は強湾性のものと考えられている。産出してく貝化ｂからみるとこのシルト層は強湾性のものと考えられている。産出してくる有孔虫がシル

ト層の下部では，種は多いがとても小さいことから，湾内に向って安定した海水温と塩分の地域

から多くの有孔虫が侵入してきたが，湾内の環境が悪いため大きく成長できないまま死んでいっ

たと考えられる。湾が完全に水没するころになると，その環境に適応した，いくつかの種の有孔

虫が大きくなり，他の種は住まないようなところになっていったようである。このことから推定

すると，高浜のシルト層をつくった見和層下部の海進は，急激に深くなったのではなく，安定し

た海域が近くにあり，そこから有孔虫が湾内に侵入していた。その後海進がすすみ湾全体が水没

してしまうが，その海域は有孔虫にとってそれほど住み良いところではなく，数種の有孔虫が成

長できる環境となったと考えられる。
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囮｜阿見町島津

図１９－１位置図（地形図１：25,000「土浦・木原」の－部を縮小）

|｣=FＩ 1二|'\砂

1．概要

国道125号を土浦から阿見町に向かい、阿見

町掛馬でＹ字路の交差点を右に入る。その交

差点から700ｍ程行きさらに右に曲がる。射

撃場へ通じる道を50ｍ程入ると、右側に貝化

石を多産する露頭が見られる。この化石を多

産する層の下部は、暗灰色の泥層で上位にい

くにつれて榿色をおびてくる。産出する化石

としては、エゾマテガイ、サクラガイ、ゴイ

サギガイ、エゾタマガイなどがあげられる。

その上位には、シルトを挟む細粒砂、貝の印

象化石を含む中粒砂硬質の暗灰色泥岩、榿色

シルトと燈灰色細粒砂が堆積している。この

露頭の最上位には、基底付近に級化層理、そ

こから、約Ｌ５ｍ上位に斜交葉理が発達した粗

粒砂が見られる。
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図１９－２柱状図
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2．産出有孔虫

今回の調査では，１９属23種が産出した。産出個体数も多く，特に，Ｅ/P/i〃i"籾“zwz`籾ａｅ－

Ｐγcsmは，全体の中の約52％を占め，次いで，PSC"`o"0"jo〃ノａｐｏ"iczJ籾が，約１３％，Ｂ"ｃ－

ｃｅ"α／>'igj`αが約８％を占め，この３種で，全体の中の７割以上を占めている。他に，Ａ加腕一

０"ja6cccarjj，EC/ｊｚﾉj"αγ06"sra，Ｂ"ﾉｶﾞ知j"ｃｚｍαγgj"ａｔα，Ａ/b"jo"e/ｍｓｊｃﾉﾉαなどが，わずか

ながら産出した。

尋
￣

￣

ＥﾉｸﾉＷｊ"加“zﾉe""腕c/e，γcssa PSC"do"0"zO〃ノapo"jc"籾

1-

BzJccgﾉﾉα力jgidaＢｏ/jzﾉ/"α勿刎ＷＢ"/Z叩/"α脚α壇j"α/α

図１９－３主な有孔虫（スケールは０１ｍｍ）

3．推定される環境

わずかながら，Ａ'"籾0"ｊａ６ｃｃｃαγｊｊを産出するため，本層は，河川の影響を受ける内湾で堆積

したものと考えられる。また，親潮水域に生息するＢ"CCBﾉﾉα〃Zgj`α，」Ｗ"jO"e//ａｓ/cノル，黒潮

水域に生息するＢＯ/iz)j"αγ06"ｓｔａ，Ｂ""”j"α籾α壇j”/α，さらに混合水域に生息するＲｏｓａﾉﾉ"α

Ｄｊｍｍｂ６０α"αなどが含まれ名ことから，沿岸流（黒潮や親潮）が流れ込んでいたことが予想で

きる。また，本層の堆積深度については，PSC“0"0"ｊｏ〃ノａｐｏ"/c"加，Bzucceﾉﾉα〃jgj`αなど，

上限深度が30ｍ以浅の種が優勢であるが，Ａ沈加0"'αノapo"ｊｃａ，Ｂｏ〃zﾉﾉ"αγ06"Ｓｍなど30～７０

ｍを示す種も産するため，３０～70ｍの深度で堆積した可能性が強い。

－２３－
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図２０－１位置図（地形図１：25,000「木原」の－部を縮小）

ルデ１１２－｜泥｜層
1-戸一戸TrilII’1（

厚
、）
121．慨要

霞ケ浦に面した道路横には小高い山が続き、位

置図で示した場所には、神社へ通じる階段があ

る。その階段の左側には、塊状で暗灰色の泥層が

厚く堆積した露頭が見られる。この暗灰色泥層の

上には、ゴイサギガイや、ナミガイ、エゾマテガ

イなどを多数含む貝化石床が見られる。今回の試

料は、この化石床より採取した。この化石床の上

には、鉄分を多く含み褐色を示す砂泥が堆積して

いる。この砂泥の中にも貝化石は含まれている

が、とけているものが目立つ。さらに上位にいく

と、塊状暗灰色泥岩、葉理が発達した細粒砂と泥

の互層、葉理の発達した榿色の細粒砂と続いて

いる。

樋色細粒砂
(ラミナが尭逮） ＩＤＯ。

1１

10

９
８

鶴簿麗)筐

塊状暗灰色泥
７

ゲ

塊状腋灰色泥匡一＝
可

褐色砂泥

(貝化石を含む） ..⑫．：
..「.；

１
３
２

貝化石床１×試料

塊状暗灰色泥

１

0

図２０－２柱状図
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2．産出有孔虫

今回の調査では，２３属40種が産出した。産出個体数も多く，特に，PSC“0"0"zo〃ノapo"zczJ腕

（約21％)，Ｅ/，ﾉij‘/"池adzﾉc"zJ沈乱”γessa（約18％)，Ａ沈加0"jαノapo"jca（約１４％)，RCSﾛﾉﾉ"(ｚ

Ｕｊ/α感60α"ａ（８％）等の割合が多い。他に，ﾊﾉｂ"'0"cﾉﾉａｓ/Bﾉﾉα，Ａ加沈0"jcz6cccαγjj，Ｂｏﾉﾉ2ノー

ｚ"cz706"s/α，Cj6jcjdesaﾉｷ"eγjα""s，BzJcceﾉﾉα〃jgjdaなどが含まれている。本試料は，比較

的大きさの大きな有孔虫が多産するため，教材としては最適であると思われる。

；
ﾄーヨ￣

Pse"do"0"２０〃ノａｐｏ"jc"池 fzMp/iノリjzJ腕α`zﾉe"邸沈‘”γessa

霞
■し

j⑩窟。,

r･汐弔ｊＶ沙･ニー

綴鑓
刀

￣

岸一ヨ

Ａ沈沈0"zαノａｐｏ"zcaＲｏｓａ""αｚﾉﾉﾙγ`C60α"α

図2０－３主な有孔虫（スケールは０．１ｍｍ）

3．推定される環境

Ｅﾉｶﾉzjdj"加“zﾉe""加泓”γCSSα，Ｒｏｓａ/i"αｚﾉj/α、C60α"０など，上限深度が30ｍ以浅の種が多

産するが，７０ｍ以浅を示すＡ沈加0"'αノα'0"ｊｃａやＢｏ"z）伽ar06zUs/αもかなり含まれている

ため，堆積深度は，３０～70ｍ程度と考えられる。また，Ａ沈沈0"ｊａ６ｅｃｃαγ〃，Ｑ"ｊ"9"eルczｲﾉi"ａ

ｓ”は，汽水域に生息する種であり，本属は，河川の影響を受けやすい内湾で堆積したものと

思われる。しかも，親潮水域，混合水域，黒潮水域に生息する種すべてが含まれるため，前述の

内湾には，黒潮。親潮の沿岸流が，入れかわり立ちかわり流れ込んでいた可能性も考えられる。

－２５－



ロ水海道市玉台橋

1．概要

水海道市から守谷町にかけての鬼怒川の河岸及び河床には，数カ所の化石床が見られる。これ

らの化石床は，第四紐の下末吉海進によって，古東京湾に堆積した成田層中に形成されたもので

ある。

水海道市内守谷町の玉台化石床は，鬼怒川に架かる玉台橋の上流側右岸で約50ｍにわたって観

察できる。この地点へは，関東鉄道常総線の小絹駅から岩井方面に向かって，徒歩,5分程で行く

ことができる（図２２－１）。有孔虫を取り出した試料は，標高８～10ｍの「木下型」化石床の貝

化石のマトリックスの砂層である（図２２－２）。化石床中の貝化石の種類は，バカガイを卓越種

として他にマガキ，イタポガキ，サルボウ，エゾマテガイ，アズマニシキ，イタヤガイ，タマキ

ガイ等の二枚貝及びアカニシ，ヤツシロガイ，ツメタガイ等の巻貝を産する。また，貝化石に混

じってウニ（カシパンウニ，バフンウニ)，小型底生有孔虫,貝形虫等を産する。貝化石は微小

なものを含めると約１００種ほど産出が報告されている。この貝化石の中には，二枚の殻が合わさ

ったままの個体が－部に見られるが，大部分は離れていて殻を伏せた状態になっている。したが

って，この化石床の形成には水流による運搬があったことが判る。また，渇水期には水面に近い

硬い地層の中には二枚の殻をあわせたまま，層理面にほぼ垂直に入った現地性と考えられるウチ

ムラサキを見ることができる。
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2．産出有孔虫

玉台化石床からは，これまでに29属50種が報告されているが，今回の試料からは，１９属30種が

得られた。産出個体が最も多かった種はＥ/，ﾉIj〃j"籾ｃγz”"”で300％，以下Ｑ"ｊ"9脚e/0c"ﾉﾉ"＠

ｓe”"〃"籾（10.5％)，Cj6jcjdcsPsezJ`o""９６γzα""ｓ（９．４％)，Ｒｏｓａﾉﾉ"αα"smz〃ｓ（９．４％），

Ｅ/P/ijdj"籾adz）e""籾dcPγessa（６７％），Ｑ"i"9zJc/Oczｲﾉﾉ"αｓａｚ(ﾉ(z"e"sjs（４１％），Cj6jciaes

a虎"eγjα"zJs（４１％）を産する。他に少量産出する種としてＱ"j"9"e/oczｲﾉﾉ"α，0/ygo"α，Ｍｉ－

〃0/j"αｃｊγc"/ａ７Ｚｓ，Ｔ７ｊ/0c"/j"αﾉﾌﾟﾉgo""/α，PsczJdb"0"ｊ０〃ノapo"zc"噸，Ｈα"ごαz(ﾉαjα〃j〃－

０"zca，Ａ沈沈0"jαノapo"jca，"γαγ0ﾉﾛﾉﾉjα〃ｊ”0"zca，CZ6jcjcjcs／06α/"/"ｓ等がある。これ

らのうち，Ｅﾉｶﾉjjdz"加ｃγ2s”加は個体数が多く，比較的大型であるため容易に見い出せる。

鰯鰯
￣

￣

Ｅ/p"〃j"池ｃγ０s”加（ＬＩＮＮＥ） Q"j"9"eルc"/j"αＳｅｍｉ""/"”（ＬＩＮＮＡＥＵＳ）
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図2２－３主な有孑L虫（スケールは０．１ｍｍ）

３．推定される環境

地層の堆積環境のなかで深度については，Ｅﾉｶﾉｗ『"”ｃγｊＷｍ，Ｅ/，/Wzzｨ籾“zﾉe""腕‘”γｅｓ－

ｓａ，Ｈｎ"2αz(）αｊα〃ｊ〃0"jca，Ｐαγαγ0/αﾉﾉjα〃jplO"jcaが内部浅海帯を示し，少量産するＡ沈一

〃zo"zαノapo"jca，Ci6jcjdcs/06α/"/zJsが中部浅海帯を示すことから内部浅海帯の堆積物が中部

浅海帯の上部に移動したと考えられる。また，水温については，暖流と寒流の混合水域を示すＯ

ｊ６ｊｃｊｄｂｓａｂ"eγjα""ｓを産することから親潮の流入を考えることができる。また，全体的には，

Ｅ/，ﾉｶidj"籾ｃγOSP"池，Cj6jcjdcs/06α/〃"s，Ｑ"j"9zJe/oczU/j"αSc”Z"zｲﾉ"加の産出及び貝化石に

より湾口部あるいは沿岸部に近い所が一次的な堆積の場であったことが推定できる。

「
凸

－２７－



国|土浦市田村

図２３－１位置図（地形図1:25,000「常陸藤沢・常陸高浜。土浦・木原」の一部を縮小）

1．概・要

図２３－１に示すように、霞ケ浦北岸の低い台地を刻む浅

く広い谷間に採取地はある。露頭は、調整池を造成してい

る工事現場にあり、池を掘り下げるときに、人工的にでき

たものである。近い将来観察することができなくなるので

はないかと思われる。今回の試料は、図２３－２に示したよ

うに、サラガイ・マテガイ・カキ等に貝化石やウニの化石

を多数含む、暗灰色泥層が露出している最下部より採取

し、分析したものである。この泥層を横方向に追ってみ

ると、地下水により貝殻が溶け、暗灰色でなく赤褐色に変

色している部分が、この層の上部に、厚さを変化させなが

ら続いている。場所によっては、露出している層全部が

このような状態になっているところがある、もちろんこの

ような部分では有孔虫を見ることはできない、また、その

境界より少し暗灰色よりの部分で産出する有孔虫の多く

は、赤茶けておりかなり変質していた。
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図２３－２柱状図
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2．産出有孔虫

今回の調査で底生有孔虫は，１３属19種が産出した。多い１１項に並べてみると，Ｅﾉｸｶﾉﾛ/"籾adDe-

〃zJ加(約33％）Ｒｏｓａ/j"αｚﾉﾉﾉα、６６ｍ"ａ（約28％）f1FezJdb"0"jo〃ノａｐｏ"jczJ籾(約15％）とこの３種

が多く，これだけで約75％を占める。他には，Ｅﾉﾀﾉﾉﾉ`jzmzszJ6j"cc汀zJ籾(約４％）。Ｅ/P/i〃jz"7ｚ

ノe"Sc"'（約３％）．Ａ沈沈0"ｊαノapo"jａ（約４％）WWzjo〃〃αb0soe"Sｃ（約３％:今回は，この場

所でのみ見られた）。BzJcce"α〃igjdq（約２％）・Cjbjcjdcsah"eﾌﾟﾉα""ｓ（約２％）などが見られ

た。他のは１～２個しかサンプルが得られなかった。

浮遊性有孔虫や，ケイソウなども多数見られたが，今回は詳しく調べていない。

懲：
ROszz〃"αｚﾉﾉﾉＱｍｃｂＯα"ａＥﾉｳﾉi〃j"池adz）e""籾

；
旨

一

PSC"`O"0"００〃ノａｐｏ"zczJm ZVWzio〃〃αh0sOe〃Sc

図2３－３主な有孔虫（スケールは０．１ｍ）

3．推定される環境

まず，水深に関しては生息水深０～３０ｍを示す。Ｅ/P/zj`j"籾“zﾉe"zJ腕，Ｒｏｓａ""αｚﾉﾉﾙ、８６０－

α"α，PSC"`wzo"io〃ノapo"jc"籾が合計約75％を占めることから，この層は浅い海で堆積したの

ではないかと推定できる。

海水の水温については，混合水域を示すＲｏｓａ""αＺﾉﾉﾉαγ“60α"αが約28％と多数産出しまた，

少数ではあるが，Cj6jcjdbScZb"Cγiα""ｓも産出するので，この層は，混合水域で堆積したので

はないかと推定できる。

カキが非常に多く産出するので内湾でこの層は堆積したことも推定できる。

まとめると，この層は，混合水域の影響を受ける浅い内湾で堆積したと推定できる。
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図竜ケ崎市北方

図２４－１付言図（地形図１：２５，０００「竜ケ崎」の一部を縮小）

1．慨要

竜ケ崎南高校の西方約300ｍに、北に開いた半円状

の大きながけがある。高さは、１０数ｍあるが、下部

は塊状黄色中粒砂が厚く堆積している。その上位に

は、砂鉄の葉理の発達した中流砂、亜円の細レキ、

シルトや極粗粒砂をレンズ上に挟む灰色の中粒砂が

順に堆積しており、その上に、厚さ50ｃｍ程の貝化

石床が見られる。この化石床を露頭伝いに横に追う

と、レンズ状に堆積したものであることがわかる。

この化石床から産出する化石としては、カシパンウ

ニ、バカガイ、ミルクイ、ツメタガイ、ヤツシロガ

イなどがあげられる。さらに、その化石床の上位に

は、亜炭層を挟む塊状粗粒砂、シルトと細粒砂の互

層、塊状灰色中粒砂が堆積している。
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2．産出有孔虫

今回の調査では，１２属22種が産出した。含まれる割合が，特に目立った種は認められないが，

その中では，Ｅ/p"jdjz↓ｍ“ODC"zJ加娩，γesszJ噸(約17％)，PSC"do"0"'０〃ノロPC"zc"腕(約１３％)，

Ｒｏｓａ""αｚﾉｶﾞﾉα'ndb60α"ａ（約９％)，Ｒｏｓａ/j"α６γﾛｺﾞjﾉﾉ（約９％)が，やや優勢である。その他にも，

Ａ加沈0"ｊａ６ｅｃｃαγjj，Ａ、籾0"jαノapo"zca，BzJcce/Zα〃jgjda，Ｈｔｚ"ごαz(ﾉαiα〃j”0"zca，Ｒｏｓａノー

ｚ"αｚﾉﾉﾉα呵り60α"αなどが含まれている。

；； 咄

Ｅ/phjdj"籾“DC""籾‘c，γcssa －－ヨ

PSC"do"0"zo〃ね，O"zc"籾

認 鏡
Ⅱ＿

￣

Ｒｏｓａﾉﾉ"α〃//tzm960α"ａ Ｒｏｓａ〃"α６７α`yｊ

図2４－３主な有孔虫（スケールは０．１ｍ）

3．推定される環境

本地層から産出するＥﾉｶﾉｗｊ勿加α`"e""加，PSC"｡ｂ"0"ｊ０〃ノapo"zc"”，Ｒｏｓａﾉﾉ"α６γ“jﾉｊな

どは，３０ｍ以浅に生息する種で，Ａ沈加0"jαノapo"jcaは，３０～70ｍを示す種である。また，Ａ－

沈加0"jabBccαγﾉﾉは，汽水域に，Ｂ"CCCﾉﾉα／７jgjdaは親潮水域，Ｒｏｓａ/j"αｚ)"αme6oα"αは混合

水域に，それぞれ生息している種と考えられている。以上のことから推定すると，本属は，比較

的，広く開いた内湾の奥のほうで堆積したものであると思われる。水深は，３０～70ｍ程度で，親

潮の影響を強く受けていたと推定できる。
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５産出有孔虫

（スケールは0.1ｍ）

￣

ＢＯ〃zﾉj"αCO沈力αc/α

(友部町大古山：成田層）

Lc"jjczｲﾉﾉ"α／zｲcj“s(ＣＵＳＨＭＡＮ）閂

（北茨城市五浦：多賀層） 閂

Ａ”ﾉﾚｶﾞCO”"ａｓｃａ/αγｊｓ

(北茨城市五浦：多賀層）

ＥﾉｸﾊﾉdjzJ池ctjgDc"Sｃ￣
(石岡市高浜：成田層）Ｅ/,/Ｄｊａｊ"池ｅ/igoe"s９岸ｌ

(石岡市高浜：成田層）

Eノク"j血"机α`ﾋﾞﾉg""?〃‘ｃｐγcssa￣

（鹿島町沼尾ｇ成田層）

βﾉｶﾉiZdj"腕ｓ"62〉zccγ秘沈一

（阿見町島津§成田層）
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(那珂町額田：水戸層） (那珂町額田g水戸層）

鑿lllillliiliiilIIil蕊IiiliiIiilliilllilliiliilll
Ⅳ0"jO〃”α"”ん"//e"sｅ￣

(北茨城市五浦：多賀層）

￣P/α""ﾉﾉ"αｚ(）"ノルγs/0Z/Ｙ

(美浦村馬掛：成田層）
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6.産出有孔虫化石リスト（第四紀）

(※印は環境推定に役立つ種）

サンプル

沼|高種

大
古
山

名 滝 島｜馬

玉
台
橋

｜、、’ 北

浜 尾|浜 津｜掛 村 方

※Ａ沈沈0"ja6cccαγ〃 △ △ △ 八 △
八

※Ａ沈加0"ねノａｐｏ"jba ｒ〕 ◎△ △ 八 △ △ △
へ
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EC/jDj"αｓｅ加j"zＵｄａＣＵＳＨＭＡＮ △
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※βⅣ/j池j"α〃UCzrgj"α/＠ △

Ｂ”ｊ加j〃e/Zagルｇａ"/jssj池α/e""2ｓ ハ

Ｃａ"ｃｒｚｓ“rjc"/zJs △ △ △

Ｃａ"cγ2ｓ“Srm/jｓ 八

Ｃａ"cγｊｓｏ６/0噸"ｓ(ＷＩＬＬＩＡＭＳＯＮ） △

Cassjd"ﾉﾉ"ａｓ"６９/o60sa △

※Cjbjczesah"eγ2α”ｓ ○八 △

蕊CZbjczBsわりα“zzs △ △

Cjbjcjdcs，scmozU"geγzα"zJs ○△ △ △〔」

※Cjbjcjdesγe”/９８"Ｓ △

Cjwzbα/010花化ｂｌｍｊﾉノ（ＣＵＳＨＭＡＮ） △

※β"“eノル力jgjda ○ ○ ○ ○ △ △Lノ Lノ

β"CCC此〃jDDO"jca △

DjSco”/"j""〃"αｏｒりわ"/αγjｓ △

Djsco7bjsOpe""/ａｒｊｓ（ｄ′ＯＲＢＩＧＮＹ） △

※Ｅ肋ﾉＷｊ冴沈α`"e""池 ◎ ○ ◎△ △

Eﾉｸｶ域"加α`"g"冴沈ue，形ssa ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ･

◎※Ｅ/，/ijdj泌加ｃ７ｚｓ”籾 △

Eﾉｳｶ"j”ｅ/jgOB"sｅ ○

E榊城泌沈jg"Sc"２ △ △ △ △ △ △ △

Eﾉｶﾉi城"沈如sj”e"鑓 △△

◎ ◎E肋ﾉｶj`j泌沈ｓ邸６９γα""/0s"池 △△

◎ 。 ○ ◎ ○ ｒｌE肋ﾉWjtJ腕szJ6j"ｃｃ７ｍ籾 △

EﾉｳﾉＷｍｍｓｐ． △ △ △ △△ △

Ｅｐ０"〃cｓＺｍｍｊ △

Ｅ，0"j`BSS，． △ △ 八

Fjss灘γ2〃αノＤＣ必"αわ △

FjsszJrz〃aJzJcza △

Fjss"γz"α”α煩/"＠わ（ＭＯＮＴＡＧＵ） △

FjsszZ〃"αﾉﾚ“αgo"αＷＩＬＬＩＡＭＳＯＮ △

Fjss”'"ａｓ，．
'

Ｃａｍびj〃α日脚αd、"月"/αγjｓ △

◎：多産○：普通に産出△：少産
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△ △ △
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八

※Ａ'"加0"jZzノapo'UjbU △ △ (） △ 八 【】 △ △△

八打""ひ"jzz彫fjD"2形"SiScZ"gWJajd！（ＫＵＷＡN()）
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ＢＤＩ 剛ａＳｐ △ △ △
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β辺z流j“"αｃ形“"〃SSi'"ロオg"醜８ △
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C〃ZC7JS“SｊｍＪｆｓ 八

Ｃａ"ｃｒ２Ｓｏｂ/0屯必S(ＷＩＬＬＩＡＭＳＯＮ） △

Fssj“ノガガロsWbg/obOsa △

DJc近ｅｓａＡ"eγ'α""ｓ 八

○

△

bjc〃６ｓノobazｲﾉｾｨｓ 八 ／、

ibjcid鰯psemo""ger8α”ｓ △ (） （」 ハ △

bjcid“７２/汀ＪＲB"ｓ △

ﾘﾅﾉzbU/DDC”ぬｂ７ｍｊﾉﾒ（ＣＵＳＨＭＡＮ） 八

β"“eﾉﾉzz方j月2.口 ○ ○
〆、
Ｌ」

F1

ﾕノ ○ ○ △ △

B解ccBUYa〃jjW"jca △

ＤＫｗ"/Uj”ﾉﾉ"α０７肱冴/ａ７ｊＳ 八

Disco池ｊｓｏＺＷＷＷが８（。’ＯＲＢＩＧＮＹ） △

Ｅ幼ｈｉｂＩｊｗ"z“DB”腕 ◎ △ ○ ｡ 八

Eｿﾚﾉi〃触れ“"B”'7z‘”だssa ◎

。

(、） 〆、

Ｌノ

〆.、
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′、
Ｌ」

△

｡

E地"趣冴加ノB"８６"】
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△

△

△

△

△ △ △ △ △

E幼jWjH?〃ｓｚｨｈｇｒａγl"わ＄"刀Z ｡ ｡ △ 八

EZﾚﾉＷ池沈ｓ幼j"cB汀28池 ◎ ◎

、
ノ

〆
旦 ◎

〆、

ヒノ ○

EZpﾉin`j"腕3， △ と△ △ △ △ △

EpO"〃Ｃｓ、"α１ △

EpO"i`Gｓｓｐ /】 八 と」

FfsD冴沈〃αねczJ"α〃 八

Fissz4r2〃αＪｚ４ｃｚａ △

Fjsw；γ『"cz郷α埴j"ajtz（MONTAGU） △

Fiss"/j"‘んera耳0"αＷＩＬＬＩＡＭＳＯＮ △

と△

△



産出有孔虫化石リスト（第四紀）

サンフ｡几
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島
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一
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玉
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田
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上上
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､､
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ハ

ＭｊﾉﾉO〃"αｃｊ冗噸αγjｓ
－￣

Ｍﾉﾉﾉoﾉﾉ"e化０６/wZga（ＭＯＮＴＡＧＵ）
－÷－÷

［※１VD"jo〃ノα,0"jc冴沈
、

エ1V“jo〃伽α"”ん泌雄"Sｃ

ﾊﾉｍｉｏ〃〃α/bOsOe"Sｃ ハハ

T￣￣Ｔ

◎※Ｍ,"jO"c"αｓｊｅﾉﾉﾋZ △二上Ｌ｣

※比γα'0ｊα"α〃jpp0"jcU
'
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J、

￣’
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POγ０８’0"jdgscrjbγ0ｍ"cα池e、/"ｓ ￣

=ト=ト
Psgm06zJ〃池j"α８２籾αe"szs

Q|:}△
※Pscmo"0"２０〃ノａｐｏ"ZczJ醜 |◎ ○ ◎

P“zJzjbγ０ｍ/ｊａｇａｊ腕ａｍｊｊ

※Ｑ岬"9“/oczｲﾉﾉ"αノα”γ"cﾉﾚﾉα"ａ ＬＡＬＡ

￣

※Ｑ醜"q“/0c“"αヵ0ﾉｯgo"αｄ'ＯＲＢＩＧＮＹ と_」'､

※Ｑ〃"9“/ocZW"αＳａｇａｍｊｃ"SjS △

※Ｑ"ｊ"”e〃C"/j"αｓａｚＤα"c"SIS －１

※Ｑ"伽qIze/oc解ﾉﾉ"αSc伽ｊ"z船/冴沈 ○ ハ

※Ｑ醜"9"c/0c"ﾉﾋﾟ"ａｓ，．
へ

4-ユｌＬ－Ｌ

※Ｒｏｓａ/j〃αａ２Ｊｓｔｍ"ｓ △ △

※Ｒｏｓａ""α６１ｍ)ﾉﾉ
’ ／ ハ

※ROs“"αｃ/γ，〃j/"ａ
へ

※Ｒｏｓａ/j"a0mjcz4Zb7js（TERQUEM） △(ノ

※Ｒｂｓａﾉﾉ"α〃〃α冠C60α” ◎｜△ ◎△ △ ４－〕

※RDS“"ａｓ､． △ 八

Sjg籾om0此』"ａｓ，． |△｜△ 八

SPjm/oczJJj"α腕⑦)ｌ１ｙｌ２ｓｍＣＵＳＨＭＡＮａｎｄＴＯＤＤ 八
十

S，"0/0c“"αczJsﾉb加α"２ △
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へ
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rγj/oczｲﾉｶﾞ"α／9αz）j“/ａ △ １－１Ｎ
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◎：多産○：普通に産出△：少産
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産出有孔虫化石リスト（第三紀）

サンフツレ

五 額種 名
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※Ａ加加0"、ノapo"jca 2-1
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あとがき

アンモナイトを含む地層は中生代に、サンゴを含む地層は暖かい浅い海で堆積したものであるこ

とは、授業で、しばしば扱われるので、生徒たちもよく知っていることである。しかし、それらを

含む地層はごくまれで、近所の露頭で発見できることは、まずない。よって、生徒たちは、教科書

の中の世界として、示準化石や示相化石を理解しているように思われる。そこで、“有孔虫，，とい

う、あまり有名ではないが、よく地層の中に含まれる微化石を用いることにより、自分の手で、環

境の推定を実際に行い、今まで以上に、地層に興味を持ち、郷土の生い立ちについて少しでも考え

てもらえる機会ができればと思う。
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